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Morc1変異体は雄性不稔の表現型を示し、さらにこのタンパク質はヒトにも存在する。つまり、Morc1の解析を通して生殖能を担保する

分子機構の仕組みの深い理解につながることになると期待される。
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精子幹細胞の質を担保するクロマチン基盤の解析

FACS Aria II, IIIu, IIIセルソーター

Morc1はゴノサイトでのみ発現するタンパク質である。先行研究から、Morc1はゲノム上の特にトランスポゾン領域のDNAメチル化に必

須の役割を果たす。Morc1を欠失したマウス個体においては、トランスポゾンが脱抑制する。さらにその変異個体では正常な精子が形

成されず、結果として重篤な不稔の表現型を示す。しかしこれまでにMorc1がどのようにしてDNAメチル化を誘導しているのかなど、その

作用機序に関しての知見がほとんどなかった。我々は前年度までにMorc1変異個体を作出しそのクロマチン動態を解析した。その結

果、Morc1にはPIWI-piRNA経路と協調してトランスポゾン領域をヘテロクロマチンしていた。これらの解析結果は2023年12月に開催され

た日本分子生物学会において研究発表した。さらに、Uneme et al, 2024, PNAS(PMID: 38502704)として論文化した。
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